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種⼦前駆組織である胚珠の内部には，雌性配偶⼦である卵細胞と中央細胞
の他，活発な花粉管誘引物質を分泌する2つの助細胞が存在する．花粉管
は誘引物質に導かれた後，助細胞との直接的な接触を経て2つの精細胞を
含む内容物を放出する．これら精細胞が卵細胞と中央細胞を独⽴に受精さ
せる「重複受精」は被⼦植物を特徴づける独⾃の⽣殖様式として知られて
いる．精細胞が卵細胞へと届けられる仕組みの⼤半は，花粉管と助細胞の
間の雌雄コミュニケーションの問題として理解されてきた．しかし，べん
⽑などの⾃⾛⼿段をもたない精細胞が放出時の勢いだけで受精の場へと到
達するポジショニング制御機構は不明だった．われわれはシロイヌナズナ
の受精のライブイメージングにより，花粉管内容物が助細胞を貫通し，卵
細胞と中央細胞の細胞間隙を広げて蓄積する様⼦を観察した．つまり，助
細胞が花粉管に続くジョイントパイプとしての役割をはたすことと，卵細
胞と中央細胞の剥離が⽣みだすドレイン構造の出現が，放出後の精細胞の
正確なポジショニングを⽀えていると推測された．また，われわれはある
卵細胞特異的な分泌タンパク質が，卵細胞と中央細胞の間にパッチ状の細
胞外構造を形成し，細胞剥離に伴う精細胞ポジショニングを制御すること
も突き⽌めた．今回のセミナーではこれら通常の精細胞ポジショニングだ
けではなく，放出された花粉管内容物の⾏き先を受精領域から中央細胞へ
と変更する特殊経路「DEAD-End」の発⾒についても紹介する．
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